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パー』（Girl’s Own Paper 1880 創刊、以下 GOP と記す）はこの制服姿の女性を「輝く女
性」として表象した媒体の一つである（5）。ダンケルクからの脱出を決行し、バトル ･ オ



















2動への姿勢は掲載される小説にも反映された。一連の制服姿の表紙が始まった 1940 年 10
月号に連載を開始した『女性空軍補助隊のウォーラルズ』（Worrals of the W.A.A.F.’s）
は 1941 年 9 月まで続いた。その後、シリーズ化し、戦後も継続した。主人公、ジョー
ン・ウォーラルソン（Joan Worralson、通称 Worrals）は、1939 年に結成された空軍の


















　W. E. ジョンズ は第一次世界大戦時に、後にイギリス空軍（Royal Air Force: RAF）
となる組織（Royal Flying Corps）で航空インストラクターとして勤めた後、少尉
（Second Lieutenant） と し て 西 部 戦 線 に 赴 く。 そ の 後、RAF の 航 空 中 尉（Flying 
Officer）になる。1927 年には予備軍に、そして 1932 年に任務を離れる（9）。
　その後、新聞の航空通信員の経験を経て、自ら Popular Flying（1932 年 4 月号-1939 年


























First of all for the entertainment of the reader.  That is, I give boys what they 
want, not what their elders and betters think they ought to read.  I teach at the 
same time but under camouflage.  Juveniles are keen to learn but the educational 
aspect must not be too obvious or they become suspicious of its intention.  I teach 
a boy to be a man, for without that essential qualification he will never be anything. 
I teach sportsmanship according to the British idea...I teach that decent behavior 
wins in the end as natural order of things.  I teach the spirit of team work, loyalty 





























ウォーラルズは “pretty” では決してなく、“too regular” な顔立ちだが、形容しがたい魅
力があると説明される。　
She was dark; her hair was brown, and always tidy: her eyes, the same colour, 
were steady and thoughtful except when softened by a flash of humour －（GOP　
1940 年 10 月号 1） （16）
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“Support the Men Who Fly” なのだが、この小説に限っては “Support the Women Who 
Fly” という状況になっている。
　ウォーラルズの活躍に助けられながらも、彼女の越権行為を苦々しく思っているのが所










“The fact is, Frecks,”...”there is a limit to the number of times one can take up a 
light plane and fly it to the same place without getting bored.  Four or five times a 
week for three months I’ve been doing just that, taking battered Tiger-Moths back 
6to the makers for reconditioning.  It’s about as exciting as peddling a push-bike 
along an arterial road － less, in fact, because on the road there are at least hogs 
who try to push you off.  Men can go off and fight, but girls － oh no.” （GOP　1940














In her heart she hated war, but lately she had learned to hate more those who 
made it inevitable by wanton aggression or by forcing barbaric creeds and 
doctrines upon those who only sought peace. When that happened, then resistance 
was the only answer. At such times every member of the threatened community 
owed a duty to the State, and once that decision was made there could be no 
turning back, no flinching from the ordeals that must certainly arise, however 
distasteful they might be. Had she failed to do what she had just done, then not 
only would she have betrayed the allegiance she had sworn when she accepted the 
King’s Commission, but she would have proved herself unworthy of her uniform 




























織であった SOE（Special Operations Executive）の任務を思わせる。戦後、映画にもな
り、その勇気と忍耐が讃えられた、敵の拷問を受け、強制収容所で命を落としたヴァイオ
レット・サボー（Violette Szabo 1921-1945）に代表される女性諜報員との類似が見られ




　シリーズ三作目、Worrals Flies Again （GOP　1942 年 10 月号～1942 年 12 月号連載）
の冒頭では、フランスでの冒険で絶体絶命の目に遭ったにも関わらず、ウォーラルズは再
び日常に退屈している。
8“There are times...when I could scream.  There is a character of monotony about 
service life that gives me the willies.  Drill, breakfast, more drill, lunch, tea, lectures, 
dinner, bed.  Next day: drill, breakfast . . .”（GOP 1942 年 10 月号 6）
　
　尚、彼女の肩書はここでは「空軍准尉」（Flight Officer）として紹介されている。フラ

















As Frecks put it, “Adventure, like chocolate, is best taken in small quantities, 














（Women’s Royal Air Force）に代わり、1939 年に WAAF が結成される。主な任務は事
務、調理、配膳、運転手などだが、一部は指令室で、地図上で敵機を追跡したり、レー
ザー探査で活躍したりするものもいた。終戦までに延べ 18 万 2 千人の女性が WAAF で
働いていたと言われている。1941 年に WAAF は正式に空軍の一部と認められる。輸送
も含め、戦闘機の操縦は一切許可されなかったが、「男性の仕事」と考えられていた空襲
時 に 敵 機 を 威 嚇 す る 阻 塞 気 球（barrage balloon） の 操 作 は WAAF に も 開 か れ た
（Anderson 1994, 138-139）。
　前述したように、戦間期に航空機は大きな進歩を遂げ、1930 年代は航空クラブが人気
を博し、エイミー・ジョンソン（Amy Johnson 1903-41）やポーリーン・ガワー（Pauline 
Gower  1910-47）など、ジョンズとも交流があった著名な女性パイロットが登場した。
GOP でも女性パイロットや航空を扱った小説が掲載されている。こうした経験者は RAF
あるいは WAAF に勧誘されるが、WAAF は女性の操縦は認めていなかったため、ジョ
ンソンやガワーは民間組織 ATA（Air Transport Auxiliary）で働くことを選んだ。
ATA は軍需工場から基地までの飛行機の輸送を担当する。この ATA の業務を小説では
WAAF のウォーラルズが担っている。男性と遜色ない経験と技術を持った女性パイロッ
トたちは、最初は古いタイプの Tiger Moths の操縦を任された。（Cooper 2003, 21）小説
では、ウォーラルズが Tiger Moths を輸送し、ビルが Reliant を任されている。事情に詳
しいジョンズは細部に至るリアリティを追求している。
　ジョンズは、WAAF の業務内容を誤解し、ウォーラルズに戦闘機を輸送させているわ
けではない。彼は小説に加え、 “Behind the Joystick” という航空エッセイを GOP に連載
していた。航空に興味ある読者に向けて、飛行機の操作や、航空クラブの活動について紹
介するものである。1941 年 11 月号で WAAF の仕事を紹介する “Life in WAAF”（3-5）










類似が見られる。実際に、WAAF から SOE（Special Operations Executive）に 15 名の
女性が配属されたと言われている。（Spencer 2016, 140）現実と虚構が入り混じり、ウォー
ラルズのキャラクター造形と冒険が構築されたと言えるだろう。
　「ウォーラルズ・シリーズ」の WAAF の脚色については、GOP 掲載の小説のジャンル
のコードも関係しているであろう。それまで若い既婚者までも対象としていた読者層は、
1930 年代はスクールガールへと変更する。1 年分をまとめた Annual の表紙には、小説の












　GOP1945 年 11 月号から、1946 年 6 月号まで、Worrals in the Wilds が連載される。
1944 年と 1945 年については確認できていないが、少なくとも 1940 年 10 月号から 1943
年 12 月号までは表紙に印刷されていたユニオン・ジャックと制服姿はこの期間に消失す







をしている叔父を手伝うため、「暗黒のアフリカ」（“Darkest Africa － with a capital D 






Aside from ...at the back of her ［Freck’s］ mind, she had a suspicion that Worrals 






　その後、ウォーラルズはフレックスと共に、オーストラリアに旅立つ。1946 年 10 月か

















とをやった（“the stoic ‘doing her bit’”）忠実な「国民」に過ぎないのかは議論が別れる





















本研究は JSPS 科研費 JP15K01929 の助成を受けたものです。
注
（ 1 ） 「キャンプ ･ フォロワー」については、エルシュテインの『戦争と女性』、エンロー（39-
45）を参照のこと。
（ 2 ） イギリスにおける女性の戦争協力については、Anderson、Brailey、Briggs、Cooper、
Gane-Pushman、Harris、ルイス、Priestley、Wadge 他を参照した。第一次世界大戦と第二
次世界大戦の女性の動員と活動内容については拙稿（2006、2008、2010）も参照されたい。
（ 3 ） 1918 年に制限付きで、1928 年には男女平等の選挙権が女性に与えられた。





（ 5 ） 「宗教叢書協会」（Religious Tract Society）は既に人気を得ていた『ボーイズ・オウン・
ペーパー』（Boy’s Own Paper）読者の姉妹たちの要望に応え、1880 年に GOP を創刊した。
1956 年の廃刊までの長期間にわたり、それぞれの時代に求められる女性像を発信する役割を
担った。20 世紀初頭までは、キリスト教精神に基づく「良妻賢母教育」を推進。（Forrester 
1980, 5-6） GOP の読者層は集方針によりターゲットが変化したが、時期によっては、女性労
働者、25 歳くらいまでの未婚・既婚女性まで広い読者層をカバーしていた。女子教育や女性
雑誌の歴史と変遷については Beetham、Butts、Dyhouse、Cadogan & Craig、Drotner、
Edwards、Forrester、川端、Reynolds、Tinkler、拙稿（2012）を参照。
（ 6 ） 1930 年代以降の GOP のカバーガールの表象について Cadogan and Craig は “‘Typically 
English’ models with golden page-boy bob unruffled by their dog-walking, horse-riding, 
swimming, hockey or lacrosse, they might equally have symbolized the fictions ‘racially-
pure Aryan’ ideal of the Hitler Youth” と評している。（Cadogan & Craig 2003, 310） 1940 年
代以降の制服の女性たちの表紙の殆どは McKinlay によるものであるが、絵画であるが故に
より上記の傾向が強められた。
（ 7 ） 戦時下のリクルートへの関与は読者層にもよる。戦時活動が従来のジェンダー規範を逸脱
する面を持っていたこと、また、幼い子どものいる母親は動員の対象から外されていたこと
から、消極的な雑誌もあった。実際、どのくらいの女性が影響を受けたかは明らかではない
が、戦時活動に割いたページの割合は GOP が突出している（Cadogan & Craig 2003, 300-
325, Tinkler 1995, 108）。
（ 8 ） リンドバーグの大西洋横断飛行は 1927 年、「1932 年の時点で飛行機は戦闘、輸送、調査、
刊行、冒険の手段であった」と富山は指摘する。また、パラシュート降下を含む航空ショー
では女性も活躍していた（富山 1993, 10-11）。
（ 9 ） ジョンズの生涯については Berresford Ellis & Schofield 他を参照。
（10） この雑誌については、http://www.popularflying.com/（2017 年 8 月 17 日取得）が詳しい。





文学の帝国主義のプロパガンダとしての側面をとらえ（Imperialism and Juvenile Literature 
199-216）、ジョンズや他の作家が標榜した「愛国主義」「軍国主義」「外国人嫌い」「人種差別
主義」を指摘している（Mackenzie 1984,  218）。
（13） Spencer は読書の影響を「非公式の教育」（informal education）と呼び、特に学校という
制度が全うされない戦時下においては大きな影響力を発揮すると指摘する（Spencer 2016, 
137）。
（14） The Secrets of W.E. Johns Correspondence Archive　http://www.wejohns.com/　（2017





（16） GOP には一年分をまとめた Annual と呼ばれる版があり、また「ウォーラルズ」は後に加
筆され単行本となるが、ここでは最初に連載された GOP のページ番号を用いる。
（17） サボーについては http://www.violette-szabo-museum.co.uk/（2017 年 8 月 17 日取得）を
参照。
（18） 『ダンケルク』 （Dunkirk）クリストファー・ノーラン監督・脚本・製作
（19） 戦時活動をテーマにした GOP 掲載の他の小説については、拙稿（2012）を参照のこと。
（20） 当時、WAAF のリクルートは順調ではなかったため、航空省は「ビグルズ・シリーズ」で
人気を博したジョンズに新しいヒロイン創作を依頼した（Spencer 2016, 140）。
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